生涯研修について

(学術部)

目　的　鍼灸が国民の医療として認知されるためには、私たちが研修に励み、　　　　　

　　　　そして、その研修評価を社会へ行政に反映していかなければならない

　　　　組織的な役割が必要です。このために、昨今の医学の進歩に対応してレベルの向上を図るべく、東洋療法研修試験財団が鍼灸の業団(日鍼会、

　　　　全鍼会など)、学会および学校協会と連携して三位一体で推進する制度です。

内　容　県師会が開催する研修会で25単位を取得する。

　　　　ただし、7団体および別に定める団体が主催する学術大会に出席すれば、

　　　　5単位を取得できる。

　　　　ここでいう7団体とは、①日本鍼灸師会②全日本鍼灸マッサージ師会

　　　　③東洋療法学校協会④全国病院理学療法協会⑤日本理療科教員連盟

　　　　⑥日本あん摩マッサージ指圧師会⑦日本盲人会連合です。

　　　　また、別に定める団体は①全日本鍼灸学会②日本良導絡自律神経学会③日本東洋医学会④日本伝統鍼灸学会⑤日本東洋医学系物理療法学会⑥日本臨床鍼灸懇話会⑦日本慢性疼痛学会です。

課　程　県師会の研修会での課程内容として、①医学教養… 4単位以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②基礎医学… 6単位以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③臨　　床…10単位以上が

      　望ましい課程表とされています。(なお、1単位は45分)

期　間　単年度、つまり1年間です。具体的には7～11月にわたり5回の研修会を開催する計画です。

修了証　計25単位を取得すれば、財団から研修修了証書が交付されます。

その他　☆福岡県と長崎県での研修会、学会(全日本鍼灸学会などの学術大会)も受講できます。(単位取得が可能)

´

生涯研修の Q & A

学術部
Q) 生涯研修とは何のことですか？
A) 東洋療法研修試験財団が鍼灸の業団(日鍼会、全鍼会など)、学会および学校協会と連携して三位一体で推進する制度です。
Q) なぜなのですか？
A) 社会のニーズに応え医学の進歩に対応できるように、鍼灸師のレベルの向上を図り、国民の医療として広く認知されるためです。
Q) いつから始まったのですか？
A) 平成7年からです。
Q) 何を学ぶのですか？
A) 望ましい課程として医学教養を4単位以上、基礎医学を6単位以上、臨床を10単位以上の合計25単位以上を受講しなければなりません。(1単位は
   45分)　
Q) 全国の学術大会に出席したら？
A) 日鍼会や全鍼会などの団体が主催する学術大会や、全日本鍼灸学会や日本
   東洋医学会などの学会が主催する学術大会に出席したら、5単位を取得できます。
Q) 期間はどのくらいですか？
A) 単年度、つまり1年間です。
Q) 1年間に何回の研修会ですか？
A) 5回の研修会を開催します。
Q) 他の県師会での研修会も受講できますか？
A) 少なくとも福岡県と長崎県の研修会で受講したら、単位が取得できます。
Q) 費用はどのくらい必要ですか？
A) 情報収集を含めて目下精査中です。受講される会員数や学術部の予算額などの不確定要素もありますが、8.000円程度だと予想しています。
Q) 25単位を取得したら、何かありますか？
A) 財団から、『研修修了証書』が交付されます。
Q) 何かメリットがありますか？
A) 研修への意欲が高まり、診療室などに『研修修了証書』を掲示することによって、患者からの信頼が今まで以上に深められることが期待されます。
　 結果として、より多くの国民の支持が得られ、需要が拡大されるでしょう。
　
